
企
部
省
蹴
志
巻
十
八

金
津
古
蹟
志
巻
十
九

城
南
泉
寺
町
筋

。
蛤

妓

沓
名
を
妙
向
民
寺
坂
と
云
ム
。
改
作
所
持
出
紀
に
絞
せ
た
る
元
称
+
=
一
年

+
二
月
金
部
町
奉
行
三
輪
七
左
衛
門
等
の
抑
制
筒
K
、
犀
川
妙
能
寺
坂

脳
込
陀
付
、
寺
枇
移
行
中
市
談
、競
之
上
、
担
申
付
往
来
指
止
、
在
々

よ
り
往
来
之
牛
馬
、
玉
泉
寺
前
よ
り
野
町
四
丁
目
へ
令
包往
来
-
候
桜
御

申
付
可
ν
有
ν
之

o
と
あ
り
て
、
此
の
時
代
頃
は
妙
能
寺
坂
と
呼
べ

p
o

蛤
坂
の
名
は
.
加
勝
惟
貨
の
関
山
私
記
K
.
蛤
坂
は
昔
は
従
来
の
な

宮
市
出
也
。
先
年
千
田
町
雨
明
μ

院
よ
り
出
火
し
て
、
野
町
寺
町
総
失

せ
り
。
共
の
節
初
て
往
来
の
坂
と
た
る
。
焼
け
て

口
が
明
く
と
の
意

K
て
、
夫
れ
よ
り
蛤
坂
の
名
起
れ
り
と
云
ふ
。
波
野
茂
枝
云
ふ
。
金

保
の
蛤
坂
は
京
都
の
蛤
御
門
の
名
と
ひ
と
し
。
蛤
御
門
は
常
に
通
路

を
紫
ぜ
ら
れ
し
か
ど
、
天
明
の
禁
裏
御
抽
出
亡
の
時
よ
り
往
来
す
。
焼

け
て

口
が
あ
き
た
り
と
て

，
蛤
御
門
と
呼
べ
り
と
ぞ。

金
部
古
政
志
怨
十

九

五
大

e . 

O
蛤

坂

来

歴

酌
岨
尾
記
に
云
ふ
。
手
傑
十
八
年
四
月
廿
八
日
隊
川
雨
貧
院
よ
り
附
火

し
、
家
数
多
く
延
抽
出
K
及
ぶ
。
然
る
に
今
の
蛤
坂
の
所
K
通
路
な
〈
、

大
医
混
雑
し
て
怪
我
人
多
く
あ
h
J

。
故
に
火
災
後
家
屋
を
傍
へ
退
か

せ
.
川
岸
を
築
山
し
、

一
僚
の
道
路
を
ひ
ら
宮
、
同
年
七
月
朔
日
よ

り
通
り
は
じ
む
。
さ
れ
ば
抽
出
け
て
後
口
を
聞
く
と
い
ふ
設
に
て
、
俗

に
姶
坂
と
呼
べ
り
と
。
按
・干
る
に
.
往
古
向
北
野
を
開
き
し
時
よ
り
蹴

K
愛
民
組
路
あ
り
し
か
ど
、
元
総
年
間
よ
り
漸
く
山
拝
山
肌
れ
‘
通
行
も

た
り
が
た
〈
、
共
の
帥
躍
に
た
り
居
し
慮
、
李
保
の
火
災
に
つ
き
‘
逃

柑
町
を
聞
か
れ
し
な
り
と
い
へ
り
。

一
訟
に
、
背
は
紙
閣
の
向
う
な
る

談
町
の
み
な
り
し
と

い
へ
る
は
過
削
・な
る
べ
し
と
。
平
次
按
宇
る

に
、
此
の
坂
路
は
.
延
貨
の
金
保
聞
に
.
共
の
道
路
を
幽
し
た
り
。

さ
れ
ば
延
費
以
前
よ
り
坂
路
島
り
し
事
い
ち
じ
る
し
。
さ
て
そ
の
坂

路
の
往
来
中
絶
せ
し
は
.
前
期
改
作
所
持
出
紀
k
m帆
せ
た
る
元
総
十
三

年
十
二
月
金
調
印
町
奉
行
の
役
簡
花
、
偲
川
妙
民
寺
奴
崩
込
陀
付
、
往

来
指
止
、
牛
馬
通
行
玉
泉
寺
前
よ
り
野
悶
へ
令
値往
来
-云
-R

。
と
見
h

た
る
時
よ
り
止
み
た
り
し
怠
る
べ
し
。
天
明
六
年
妙
俊
寺
由
来
hu

K
.
元
和
元
年
制
送
松
平
伯
替
市
寸
自
身
指
闘
陀
て
、

川
端
に
門
前
家




